
                           令和 3年 9月 15日 

日本畜産学会 129回大会 若手奨励・男女共同参画推進委員会 

ランチョンセミナー開催報告 

 

日 時： 2021年 9月 15日（水） 12:00～13:00 

会 場： オンラインミーティング（オンタイム） 

演題 1：「子連れ留学体験記」 

和木美代子 博士（農研機構畜産研究部門 上級研究員） 

演題 2：「コロナ禍で研究を続けるために」 

福井えみ子 博士（宇都宮大学農学部 教授） 

参加者数：99名 

 

木村直子委員長の挨拶で始まり、事前に送付された「仙台牛カレーおよび麦飯」は、東北

大学のある宮城県仙台市にゆかりのある農産物、畜産物消費によるコロナ禍での農家応援を

こめて、今回のランチョンセミナーで配布したとの説明がありました。発送には日本畜産学

会事務局に応援頂きました。お礼申し上げます。 

「子連れ留学体験記」は、農研機構畜産研究部門高度飼養技術研究領域の和木美代子博士

にご講演頂きました。2015年に 6か月間、3歳の息子さんとフランス環境農業技術総合研究

所（IRSTEA,現 INRAE） へ留学されました。留学の準備、留学中の研究内容について説明さ

れ、家庭生活では、フランスの幼稚園、学童保育およびベビーシッター事情などについてご

講演頂きました。お子様の行政に関する手続きが複雑であった事などとても参考になる内容

でした。講演後、2名の方から行政面での子供の手続きについて質問を受けていました。ま

た、イチゴやチーズなどの写真とともに楽しい話題を交えながらの講演は興味深いものでし

た。続いて「コロナ禍で研究を続けるために」は宇都宮大学福井えみ子博士にご講演いただ

きました。はじめに宇都宮大学のコロナ対応など学生がおかれている研究環境の紹介、次に

研究を進めるうえで苦労した事などを学生に聞いた大学が行ったアンケート調査結果、最後

に現在の日本畜産学会の会員の入退会状況をご紹介頂きました。数値でのご説明は説得力が

ありわかりやすいと評判でした。セミナーに参加された 2名の大学院生からコロナ禍で研究

を続ける上で苦労した事を報告頂きました。 

なれないオンライン開催でしたが、良いこともありました。対面でのセミナーではこれま

で紙でご感想をいただいておりましたが、今回はオンラインでしたので、メールでアンケー

トをお願いしたところ、数多くの感想、ご意見、今後のテーマについての返信をいただくこ

とができました。セミナーへの反響の大きさを実感するとともに、今後のテーマについての

ヒントをいただくことができ、大変ありがたかったです。この場をお借りして感謝申し上げ

ます。 

今回は 100名近くの方にご参加頂きました。本ランチョンセミナーを視聴して、留学やコ

ロナ禍で研究を続けるうえでのモチベーションアップに繋がれば幸いです。               

報告者：福井えみ子（宇都宮大学）、野中最子（農研機構） 



 

 

 

 

 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
 

 

 

 

 
 

 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
 

 

 

 

 
 

 



 

 

 


